






















研究要旨 

先天性無痛無汗症の歯科的な問題として、舌や口唇、頬粘膜の咬傷、手指の咬傷、う蝕や

歯周疾患に起因した上下顎骨髄炎、外傷による裂傷や顎骨骨折などが挙げられる。そこで

咬傷および歯の早期喪失の予防のため保護プレートを装着し良好な結果を得ているが、長

期にわたる保護プレートの使用で歯列、歯槽部の発育を抑制してしまう可能性があると考

えられる。これについて生後 10 ヵ月から保護プレートを使用している女児(症例 1)および

乳幼児期に下顎前歯を抜歯された男児 2 例(症例 2,3)について歯列模型計測を行い検討し

た。 

症例 1 では上下各歯牙間幅径は4 才 9 ヵ月時、下顎乳犬歯部一 1.1SD の他は著明に小さい

部は認められなかった。症例 3 は永久歯で.上下顎共著明な前歯部の叢生が認められたが、

下顎乳前歯 6 本早期に抜歯された既往があり、早期に多数歯を喪失することにより歯槽部

の成長に影響した可能性があると推測された。 


